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第
一
節

発
掘
さ
れ
た
古
人
骨

本
節
で
は
道
内
各
地
か
ら
発
掘
さ
れ
た
古
人
骨
の
う
ち
学
史
上
重
要
な
も
の
を
中
心

に
し
て
、
概
ね
年
代
順
に
記
述
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
混
乱
を
避
け
る
た
め

に
、
市
町
村
名
は
発
掘
当
時
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

北
海
道
で
最
初
の
古
人
骨
の
発
掘
例
と
し
て
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
長
谷

部
言
人
と
山
内
清
男
が
室
蘭
市
本
輪
西
ポ
ン
ナ
イ
遺
跡
で
人
骨
九
体
を
採
集
し
た
と
い

う
記
録
が
あ
る
。
人
骨
の
帰
属
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
縄
文
な
い
し
続
縄
文
時
代

の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
人
骨
は
現
在
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
昭
和
六
年
に
は
京
都
大
学
の
石
沢
命
達
が
「
北
見
国
網
走
町
ア
イ
ヌ
貝
塚
出

土
の
石
器
時
代
人
骨
」
を
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
清
野
収
集
人
骨
七
五
四
号
に
登

録
さ
れ
て
い
る
熟
年
女
性
人
骨
で
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
の
人
骨
で
あ
ろ
う
。
昭

和
八
年
に
は
河
野
広
道
が
、「
北
海
道
江
別
町
円
形
竪
穴
式
墳
墓
発
見
の
石
器
時
代
人
」

と
題
し
た
論
文
を
人
類
学
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
が
、
こ
の
人
骨
は
続
縄
文
時
代
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
は
ま
だ
北
海
道
の
古
人
骨
研
究
の
黎
明
期
で
、
本
格
的
な
人

類
学
的
研
究
が
開
始
さ
れ
る
の
は
昭
和
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

十
六
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て
、
北
海
道
大
学
解
剖
学
教
室
が
中
心
に
な
っ
て
、

網
走
市
モ
ヨ
ロ
貝
塚
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
大
量
の
古
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
人
骨

群
は
、
今
で
い
う
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
の
人
骨
で
、
こ
れ
を
詳
し
く
研
究
し
た
北
海
道

大
学
の
伊
藤
昌
一
は
「
こ
れ
ら
の
所
見
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
の
北
部
沿
岸
地
方
に
は
、

日
本
石
器
時
代
人
、
現
代
日
本
人
、
ア
イ
ヌ
等
と
著
し
く
異
な
っ
た
種
族
が
か
つ
て
住

み
、
貝
塚
を
形
成
し
て
お
っ
た
の
で
あ
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。
モ
ヨ
ロ
貝
塚
人
骨
は

平
成
十
五
年
に
北
海
道
大
学
医
学
部
か
ら
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た

が
、
琉
球
大
学
の
石
田
肇
は
、
こ
れ
を
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
人
骨
の
再
発
見
」
と
称

し
て
、
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
年
〜
二
十
八
年
に
は
森
町
尾
白
内
遺
跡
か
ら
三
体
、
三
十
六
年
に
は
豊

浦
町
小
幌
洞
窟
か
ら
七
体
の
続
縄
文
時
代
恵
山
期
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
を
鑑
定

し
た
伊
藤
昌
一
は
、
近
代
ア
イ
ヌ
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
三
十
四

年
と
三
十
五
年
に
は
、
宗
谷
岬
の
オ
ン
コ
ロ
マ
ナ
イ
遺
跡
と
江
別
市
の
坊
主
山
遺
跡
で

江
別
式
土
器
を
伴
う
続
縄
文
時
代
人
骨
が
約
一
〇
体
発
見
さ
れ
た
。
保
存
の
良
い
男
性

頭
蓋
二
例
を
当
時
最
新
の
方
法
で
分
析
し
た
札
幌
医
科
大
学
の
山
口
敏
は
、
こ
の
人
骨

は
北
海
道
東
北
部
や
千
島
の
ア
イ
ヌ
に
類
似
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
州
の
縄
文
人
に

も
似
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
す
で
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
ア

イ
ヌ
と
続
縄
文
人
、
縄
文
人
が
無
関
係
な
存
在
で
は
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
十
七
年
か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
は
、
大
阪
大
学
解
剖
学
教
室
の
手
に
よ
っ
て
、

有
珠
善
光
寺
遺
跡
か
ら
縄
文
時
代
一
体
、
続
縄
文
時
代
二
体
、
擦
文
時
代
三
体
、
室
町
・

桃
山
時
代
五
体
、
江
戸
時
代
の
ア
イ
ヌ
五
体
の
人
骨
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
骨

を
詳
細
に
分
析
し
た
大
阪
大
学
の
欠
田
早
苗
は
「
有
珠
遺
跡
で
は
、
時
代
が
新
し
く
な

る
と
骨
格
が
繊
細
化
し
、
徐
々
に
近
世
ア
イ
ヌ
に
近
く
な
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。

三
十
八
年
〜
四
十
一
年
に
は
千
歳
市
ウ
サ
ク
マ
イ
遺
跡
Ａ
地
点
で
九
体
、
四
十
一
年

に
は
厚
岸
町
下
田
ノ
沢
遺
跡
で
一
体
、
五
十
四
年
に
は
千
歳
市
末
広
遺
跡
か
ら
一
体
の

擦
文
時
代
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
近
世
ア
イ
ヌ
に
連
続
す
る
特
徴
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
下
田
ノ
沢
遺
跡
の
頭
蓋
は
擦
文
期
に
あ
っ
て

は
例
外
的
に
保
存
状
態
が
よ
く
、
近
年
Ａ
Ｍ
Ｓ
法
に
よ
る
炭
素
１４
年
代
測
定
が
行
わ
れ

て
い
る
。

四
十
七
年
に
は
、
島
牧
村
栄
磯
岩
陰
遺
跡
で
縄
文
晩
期
の
人
骨
四
体
が
発
見
さ
れ
た

が
、
そ
の
う
ち
の
熟
年
女
性
人
骨
に
上
顎
側
切
歯
一
本
だ
け
の
抜
歯
が
あ
る
こ
と
が
、
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百
々
幸
雄
に
よ
っ
て
北
海
道
で
初
め
て
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
様
式
の
抜
歯
は
本
州
で
は

縄
文
中
期
末
か
ら
後
期
に
か
け
て
隆
盛
で
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
北
海
道
で
は
同
様

の
抜
歯
が
、
虻
田
町
高
砂
貝
塚
、
苫
小
牧
市
美
沢
１
遺
跡
、
乙
部
町
三
ツ
谷
遺
跡
、
八

雲
町
コ
タ
ン
温
泉
遺
跡
、
有
珠
モ
シ
リ
遺
跡
、
礼
文
町
船
泊
遺
跡
、
別
海
町
共
春
遺
跡

で
も
確
認
さ
れ
、
縄
文
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
上
顎
側
切
歯
を
一
本
だ
け
抜
く
抜
歯

風
習
が
道
内
に
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
他
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
重
要
な
遺
跡
を
列
挙
す
る
と
、
縄
文
時
代
で
は
、
虻
田

町
高
砂
貝
塚（
晩
期
）、
同
入
江
貝
塚（
前
期
〜
後
期
）、
伊
達
市
北
黄
金
貝
塚（
前
期
）、

千
歳
市
と
苫
小
牧
市
に
ま
た
が
る
美
沢
川
流
域
の
遺
跡
群
（
前
期
〜
後
期
）、
八
雲
町

コ
タ
ン
温
泉
遺
跡
（
前
期
〜
後
期
）、
釧
路
市
東
釧
路
貝
塚
（
早
・
前
期
）、
同
緑
ヶ
岡

遺
跡
と
幣
舞
遺
跡
（
晩
期
〜
続
縄
文
期
）、
礼
文
島
船
泊
遺
跡
（
後
期
）
が
あ
る
。
礼

文
島
船
泊
遺
跡
の
人
骨
は
、
日
本
列
島
最
北
の
縄
文
人
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

続
縄
文
時
代
で
は
、
豊
浦
町
礼
文
華
貝
塚
（
恵
山
期
）、
室
蘭
市
絵
鞆
遺
跡
（
恵
山

期
）、
常
呂
町
栄
浦
第
１
遺
跡
（
宇
津
内
�
ｂ
期
）、
伊
達
市
有
珠
モ
シ
リ
遺
跡
（
晩
期

〜
恵
山
期
）
が
重
要
で
あ
る
。
有
珠
モ
シ
リ
遺
跡
で
は
縄
文
晩
期
か
ら
続
縄
文
恵
山
期

に
か
け
て
の
人
骨
が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
南
海
産
の
イ
モ
ガ
イ
製
腕
輪

を
は
じ
め
副
葬
品
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
遺
跡
と
し
て
は
、
前
述
の
モ
ヨ
ロ
貝
塚

の
ほ
か
に
、
稚
内
市
宗
谷
大
岬
遺
跡
、
斜
里
町
ウ
ト
ロ
神
社
山
遺
跡
、
礼
文
島
船
泊
遺

跡
、
同
浜
中
遺
跡
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
二
節

骨
に
見
る
北
海
道
人
の
系
譜

本
節
で
は
道
内
先
史
時
代
人
の
地
域
差
、
時
代
差
、
そ
し
て
最
後
に
続
縄
文
人
の
系

譜
の
順
に
記
述
す
る
。

東
と
西
の
縄
文
・
続
縄
文
人

縄
文
時
代
人
の
頭
蓋
の
特
徴
は
、
顔
幅
が
広
い
割
に
顔
の
高
さ
が
低
く
、
眼
球
を
収

が
ん
か

め
て
い
る
眼
窩
が
低
く
幅
広
い
長
方
形
を
な
し
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
眉
間
か
ら
鼻
背

に
か
け
て
の
輪
郭
が
凹
凸
を
な
し
、
顔
面
が
非
常
に
立
体
的
な
こ
と
で
あ
る
（
図
４－

１
）。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
北
海
道
か
ら
九
州
に
い
た
る
縄
文
人
に
も
共
通
し
、
ま
た

近
世
ア
イ
ヌ
の
頭
蓋
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
詳
細
に
み
る
と
地
域
ご

と
に
あ
る
程
度
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

石
狩
低
地
帯
を
境
に
し
て
北
海
道
を
南

西
部
と
北
東
部
に
分
け
て
み
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
居
住
し
て
い
た
縄
文
・
続

縄
文
人
の
頭
蓋
形
態
に
若
干
の
差
が
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
代

に
国
立
科
学
博
物
館
の
山
口
敏
は
、
道
東

北
部
の
縄
文
・
続
縄
文
人
の
頭
蓋
は
、
道

南
西
部
の
人
た
ち
よ
り
も
、
顔
幅
に
比
し

て
顔
高
が
著
し
く
低
く
、
眼
窩
の
高
さ
も

か
な
り
低
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
こ
と
は
近
年
、
よ
り
多
く
の
資
料
を
用

い
て
研
究
を
行
っ
た
慶
応
大
学
の
高
山
博

に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
差
を
示
す
特
徴
の
ひ

図４－１ 古墳人頭蓋（左）と縄文人頭蓋（右）の側面輪郭の比較
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と
つ
に
、
眼
窩
の
相
対
的
な
高
さ
を
表
す
眼
窩
示
数
が
あ
る
。
図
４－

２
は
山
口
敏
が

昭
和
五
十
四
年
に
報
告
し
た
も
の
で
、
縄
文
時
代
末
期
か
ら
続
縄
文
時
代
に
か
け
て
の

人
骨
に
つ
い
て
、
眼
窩
示
数
の
個
々
の
値
が
道
南
部
と
道
東
北
部
で
比
較
さ
れ
て
い

る
。
噴
火
湾
沿
岸
部
で
は
眼
窩
示
数
が
七
二
・
三
か
ら
九
二
・
五
ま
で
と
大
き
く
広
が

る
の
に
対
し
て
、
道
東
・
道
北
部
で
は
七
二
・
一
か
ら
八
二
・
五
ま
で
と
広
が
り
の
幅

が
せ
ま
く
、
概
し
て
眼
窩
の
低
い
個
体
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
所
見
か
ら
山
口
敏
や
高

山
博
は
、
道
東
北
地
方
、
と
く
に
釧
路
周
辺
の
道
東
地
方
に
北
海
道
固
有
の
縄
文
・
続

縄
文
人
の
特
徴
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

時
代
差

縄
文
時
代
の
初
め
の
頃
か
ら
近
世
ア
イ
ヌ
文
化
期
ま
で
の
人
骨
を
時
代
ご
と
に
比
較

で
き
る
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
道
内
で
は
、
噴
火
湾
沿
岸
部
を
お
い
て
ほ
か
は
な
い
。

図
４－

３
は
平
成
二
年
に
百
々
が
ま
と
め
た
も
の
で
、
噴
火
湾
沿
岸
部
の
縄
文
前
期

か
ら
擦
文
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
人
骨
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
上
顔
高

（
下
顎
を
除
い
た
頭
蓋
の
顔
面
部
の
上
下
の
長
さ
）
の
相
対
的
な
大
き
さ
を
表
す
上
顔

示
数
を
年
代
順
に
並
べ
て
あ
る
。
上
顔
示
数
の
平
均
値
は
縄
文
前
期
か
ら
晩
期
ま
で
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
ず
に
推
移
し
、
顔
面
の
高
さ
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
続
縄
文

時
代
に
な
る
と
各
個
体
が

示
す
値
の
変
異
の
幅
が
増

加
す
る
と
と
も
に
平
均
値

も
大
き
く
な
り
、
縄
文
人

よ
り
も
や
や
顔
が
長
く

な
っ
て
、
近
世
ア
イ
ヌ
の

上
顔
示
数
と
ほ
ぼ
同
じ
に

な
っ
て
い
る
。
噴
火
湾
沿

岸
部
に
限
っ
て
み
た
場
合

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

縄
文
時
代
か
ら
続
縄
文
時

代
に
か
け
て
頭
蓋
の
形
態

に
や
や
変
化
が
お
こ
り
、

続
縄
文
人
は
多
様
化
す
る

と
同
時
に
、
近
世
ア
イ
ヌ

に
近
づ
い
て
い
く
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
続
縄
文
人
の
系
譜
の
項
で

さ
ら
に
明
確
に
な
る
。

続
縄
文
人
の
系
譜

北
海
道
の
続
縄
文
人
骨
の
形
態
が
多
様
性
を
増
し
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
み
る
と

徐
々
に
近
世
の
北
海
道
ア
イ
ヌ
に
近
づ
い
て
い
っ
た
こ
と
は
す
で
に
、
北
海
道
の
古
人

骨
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
山
口
敏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十

年
か
ら
平
成
元
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
伊
達
市
有
珠
モ
シ
リ
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
ま

と
ま
っ
た
数
の
続
縄
文
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
の
を
機
に
、
百
々
等
は
数
年
間
、
道
内
各

地
の
続
縄
文
人
骨
を
こ
と
ご
と
く
調
査
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
保
存
状
態
良
好
な

続
縄
文
人
骨
三
〇
例
を
探
し
出
し
、
頭
蓋
の
計
測
的
、
非
計
測
的
特
徴
を
徹
底
的
に
研

図４－２ 噴火湾沿岸地域と道東・道北
地方の縄文末～続縄文人頭蓋の眼窩示
数の比較（山口敏１９７９）
（眼窩示数＝眼窩高／眼窩幅×１００）

図４－３ 噴火湾沿岸地域における上顔示数の時代的変化
（百々幸雄１９９０）

（上顔示数＝上顔高／頬骨弓幅×１００）
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究
し
た
。
研
究
成
果
は
二
○
○
二
年
に
『A

nthropological
Science

』
に
発
表
し

た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
頭
蓋
の
計
測
的
特
徴
に
お
い
て
も
、
非
計
測
的
特
徴
に
お
い
て

も
、
北
海
道
の
続
縄
文
人
は
東
日
本
や
西
日
本
の
縄
文
人
と
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
中
間
に

位
置
し
、
縄
文
人
か
ら
北
海
道
ア
イ
ヌ
へ
の
移
行
過
程
に
あ
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
と
考

え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
の
研
究
成
果
の
一
部
を
図
４－

４
に
示
し
た
。
一
二
項
目
以
上
の
計
測
が
可
能
で

あ
っ
た
一
五
例
の
続
縄
文
人
男
性
頭
蓋
が
、
縄
文
人
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
、
北
部
九
州
の

弥
生
人
の
い
ず
れ
の
集
団
に
帰
属
す
る
か
を
判
別
分
析
で
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。
続
縄

文
人
の
ど
の
個
体
も
弥
生
人
に
判
別
さ
れ
る
も
の
は
な
く
、
縄
文
人
と
ア
イ
ヌ
の
分
布

範
囲
に
広
く
散
布
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、
続
縄
文
人
は
形
態
的
に
多
様
性
に
富
ん

で
は
い
る
が
、
全
体
的
に
み
れ
ば
、
縄
文
時
代
人
か
ら
北
海
道
ア
イ
ヌ
へ
の
移
行
状
態

に
あ
っ
た
人
び
と
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
や

は
り
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
は
、
日
本
列
島
の
縄
文
人
や
北
海
道
の
続
縄
文
人
を
母
体
に
し

て
成
立
し
た

集
団
と
考
え

て
大
過
な
い

で
あ
ろ
う
。

図４－４ 北海道の続縄文人男性頭蓋１５例の縄文人、北
海道アイヌ、北部九州弥生人への正準判別分析の結果
（Dodo and Kawakubo，２００２）
（BZY：坊主山、ETM：エトモ、KBR：小幌、ONK：
オンコロマナイ、RBN：礼文華、SKU：栄浦第１、
USM：有珠モシリ、UTR：ウトロ、ZNK：有珠善光
寺）
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